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雲南広域連合広報誌

雲南市

飯南町 奥出雲町

Unnan Wide Area Union

　飯南神楽団は、雲南地域では珍しい広島神楽を継承する神楽団体です。今年は結成15周年。週２～３回の練習を積み、現在は創作
演目を含め16演目を保持します。
　「鍾馗」は、スサノオノミコトの化神とされ、その左手の輪は悪病の祓いに用いる‘茅の輪’で、姿なき悪鬼を捕らえ、右手の‘十宝
の宝剣’で征伐するという演目です。

飯南神楽団ホームページ　https://iinankagura.jimdofree.com/

演目 「鍾馗」 （飯南神楽団）
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広域連合長

雲南市長　速水雄一

雲南市会計管理者
河角郁夫

奥出雲町長　勝田康則
飯 南 町 長　山碕英樹

会計管理者 出納室（総務課兼務）

事務局長 事務局 総　務　課

介護保険課

環境衛生課

企　画　課

消防長 消防本部 消防総務課

予　防　課

警　防　課

通信指令課

奥出雲消防署

雲南消防署

飯南消防署

副広域連合長

事務局組織体制
事務局長　　　　　　　　　　　　 　長谷川　和　男

事務局次長（兼総務課長・出納室長）　　　　熊　谷　利　夫
総 

務 

課

総務課長補佐（兼総務係長・出納係長）　星　野　尚　幸
総務係

係　　員　　　　　　吉井　健司 係　　員　　　　　　渡部　翔太

事務局次長（兼企画課長）　　　　　　川　本　健　二
企 

画 

課

企画係
企画係長　　　　　　鈴木佑里子 係　　員　　　　　　永田奈津美
係　　員　　　　　　白築　輝二

事務局次長（兼介護保険課長）　　　　安　部　敏　博

介 

護 

保 

険 

課

介護保険課長補佐（兼資格認定係長）　福　間　　　守
資格認定係

係　　員　　　　　　吉川　晋吾 認定訪問調査員　　　荒木　孝子（会計年度任用職員）

係　　員　　　　　　角折　　愛 認定訪問調査員　　　松田　佳恵（会計年度任用職員）

認定審査支援員　　　奥田みどり（会計年度任用職員） 認定訪問調査員　　　金山由美子（会計年度任用職員）

認定審査支援員　　　内田美由紀（会計年度任用職員） 認定訪問調査員　　　勝部　寿子（会計年度任用職員）

認定審査支援員　　　古林　裕子（会計年度任用職員）

介護保険課長補佐（兼管理給付係長）　和　栗　慎　樹
管理給付係

係　　員　　　　　　板持　美保 係　　員　　　　　　藤原　裕子
係　　員　　　　　　周藤　　彩 事務補助員　　　　　内田　陽子（会計年度任用職員）

環
境
衛
生
課

環境衛生課長　　　　　　　　　 稲　田　　　剛
事務職員　　　　　　陶山　朋世（会計年度任用職員）

雲南広域連合組織図雲南広域連合組織図令和２年度
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雲 

南 

消 

防 

本 

部 

消 防 長　　　　　赤　名　　　馨
消防次長　　　　　石　飛　　　徹　・　石　田　裕　司

消防総務課（５） 予　防　課（６） 警　防　課（３） 通信指令課（11）
課　　長　　　　 （兼）石田　裕司
課長補佐　　　　　　　田中　秀樹
総務係長　　　　　　　高橋　　剛
総務主任　　　　　　　舩木　直人
係　　員　　　　　　　岩佐　充治

課　　長　　　　　　　江角　正樹
課長補佐　　　　　　　川角　健悟
課長補佐（兼）予防係長　糸原　　潤
危険物係長　　　　　　藤原　睦美
危険物主任　　　　　　﨑山　拓也
予防主任　　　　　　　矢壁　拓真

課　　長　　　　　　　細木　　敬
課長補佐　　　　　　　和久利誓男
警防係長　　　　　　　力石　　徹

課　　長　　　　　　　赤名　　功
課長補佐　　　　　　　藤原　　渉
課長補佐　　　　　　　宍戸　俊介

通信指令第１係
課長補佐　　　　　　 （藤原　　渉）
係　　長　　　　　　　山田　和宏
係　　長　　　　　　　三原　大吾
係　　員　　　　　　　尾長谷尚也
係　　員　　　　　　　濱田　大輝

通信指令第２係
課長補佐　　　　　　 （宍戸　俊介）
係　　長　　　　　　　板垣　　健
係　　長　　　　　　　三島　克哉
主　　任　　　　　　　柳原　伸哉
係　　員　　　　　　　星野　　望

奥 

出 

雲 

消 

防 

署

署　　長　　　　　小　川　　　隆　　（25）
副 署 長　　　　　恩　田　雅　裕
第１小隊長　 （兼）恩　田　雅　裕　　（12） 第２小隊長　　　渡　部　雄　二　　（12）

第 １ 分 隊 救 急 分 隊 第 １ 分 隊 救 急 分 隊
分 隊 長　警防係長　　影山　直樹
副分隊長　救助係長　　板垣　　諭
副分隊長　予防主任　　田中　修司
副分隊長　救助主任　　富田　　光
隊　　員　　　　　　　千原　楊平
隊　　員　　　　　　　篠原　史唯
隊　　員　　　　　　　渡部　拓真

分 隊 長　救急係長　　森口　　寛
副分隊長　庶務係長　　荒木　哲夫
副分隊長　機械装備主任　細木慎太郎
隊　　員　　　　　　　石飛　成馬

分 隊 長　警防係長　　川角　貴広
副分隊長　予防係長　　岩田　浩樹
副分隊長　救助主任　　石飛　雄士
隊　　員　　　　　　　若槻　省吾
隊　　員　　　　　　　高木　雄亮
隊　　員　　　　　　　勝田　秀斗
隊　　員　　　　　　　藤原　恵太

分 隊 長　救急係長　　安部　善美
副分隊長　機械装備係長　森山　　淳
副分隊長　庶務主任　　伊豆　大輔
隊　　員　　　　　　　曽田　晃希

飯 

南 

消 

防 

署

署　　長　　　　　土　江　健　司　　（25）
副 署 長　　　　　梅　澤　　　勝
第１小隊長　 （兼）梅　澤　　　勝　　（12） 第２小隊長　　　鳥　谷　多津雄　　（12）

第 １ 分 隊 救 急 分 隊 第 １ 分 隊 救 急 分 隊
分 隊 長　警防係長　　宇山　達雄
副分隊長　予防係長　　松村　秀一
副分隊長　予防主任　　川端　啓市
隊　　員　　　　　　　安部　直人
隊　　員　　　　　　　稲田　隼士
隊　　員　　　　　　　香川　拓也
隊　　員　　　　　　　名原　優太

分 隊 長　救急係長　　吉川　弘典
副分隊長　機械装備係長　錦織　　守
副分隊長　救助主任　　藤原　　祐
副分隊長　庶務主任　　坂本　　聡

分 隊 長　警防係長　　中岡　徹也
副分隊長　救助係長　　樋口　真明
副分隊長　機械装備係長　小林　勝美
副分隊長　予防主任　　野津　英孝
隊　　員　　　　　　　松村　匠悟
隊　　員　　　　　　　田辺　　優
隊　　員　　　　　　　中村　凌也

分 隊 長　救急係長　　横山修一郎
副分隊長　庶務係長　　岩佐　直人
副分隊長　救急主任　　名原　秀一
隊　　員　　　　　　　田中　歩希

派　遣
　島根県防災航空隊

阿部　　潤

雲 

南 

消 

防 

署

署　　長　　（兼）石　飛　　　徹　　（38）
副 署 長　　　　　戸　藏　　　豊　・　本　間　　　均
第１小隊長　（兼）戸　藏　　　豊　・　岡　本　臣　司　　（19）

第 １ 分 隊 救助救急分隊 救 急 分 隊
分 隊 長　　　　 （兼）岡本　臣司
副分隊長　警防係長　　松川　泰浩
副分隊長　予防係長　　中村　貴広
副分隊長　機械装備係長　石田　智英
隊　　員　　　　　　　深石　晃弘
隊　　員　　　　　　　福山　佳太
隊　　員　　　　　　　藤原　裕貴
隊　　員　　　　　　　後藤　裕太

分 隊 長　救助係長　　陶山　　稔
副分隊長　機械装備係長　田中　　周
副分隊長　救助主任　　川角裕一郎
副分隊長　予防主任　　景山　昇平
隊　　員　　　　　　　光谷　雄佑

分 隊 長　救急係長　　永瀬　敏行
副分隊長　庶務係長　　藤原　光博
副分隊長　救急主任　　伊藤　大輔
副分隊長　庶務主任　　石原　慎也
隊　　員　　　　　　　宮廻　浩平

第２小隊長　（兼）本　間　　　均　・　渡　邊　英　樹　　（18）
第 １ 分 隊 救助救急分隊 救 急 分 隊

分 隊 長　　　　 （兼）渡邊　英樹
副分隊長　警防係長　　西尾　智廣
副分隊長　機械装備係長　板持　　努
副分隊長　機械装備主任　佐藤　勇太
隊　　員　　　　　　　那須　優斗
隊　　員　　　　　　　藤川　　純
隊　　員　　　　　　　狩野　有央

分 隊 長　救助係長　　熊谷　　将
副分隊長　予防係長　　山毛　孝夫
副分隊長　庶務係長　　景山　隆介
副分隊長　予防主任　　小村　祐太
隊　　員　　　　　　　江角　貴勤

分 隊 長　救急係長　　中林　直仁
副分隊長　救急主任　　赤名　浩一
副分隊長　庶務主任　　野島　大輔
隊　　員　　　　　　　石川　　厚
隊　　員　　　　　　　須谷　拓也

雲南消防本部・雲南消防署・奥出雲消防署・飯南消防署組織表
令和２年４月１日
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４
月
１
日
付
け
で
、
雲
南
消
防
本
部
消
防
長
を

拝
命
い
た
し
ま
し
た
。

　

管
内
人
口
約
５
万
５
千
人
を
抱
え
る
雲
南
消
防

本
部
に
お
き
ま
し
て
、
消
防
長
の
重
責
を
担
う
こ

と
と
な
り
、身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

　

微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
住
民
の
皆
様
に
安

心
し
て
暮
ら
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
消
防
行
政

運
営
の
推
進
に
全
力
を
尽
く
す
所
存
で
あ
り
ま

す
。

　

昨
年
は
、「
平
成
」
か
ら
「
令
和
」
と
い
う
新

た
な
時
代
の
幕
開
け
を
迎
え
ま
し
た
が
、
８
月
の

前
線
に
伴
う
大
雨
や
、
９
月
、
10
月
に
は
台
風
に

よ
る
記
録
的
な
豪
雨
の
影
響
に
よ
り
、
日
本
の
各

地
で
河
川
の
氾
濫
や
土
砂
災
害
が
発
生
し
、
改
め

て
消
防
機
関
と
し
て
、
災
害
に
対
す
る
備
え
の
重

要
性
を
実
感
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
災
害
に
よ
り
犠
牲
と
な
ら
れ
た
方
々

の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

被
災
さ
れ
た
多
く
方
々
に
お
見
舞
い
を
申
し
上

げ
、
早
期
の
復
興
を
心
よ
り
願
う
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　

こ
う
し
た
自
然
災
害
は
、
毎
年
の
よ
う
に
発
生

し
て
い
る
状
況
で
あ
り
、
常
に
的
確
な
災
害
対
応

が
と
れ
る
よ
う
、
構
成
市
町
並
び
に
消
防
団
及
び

住
民
の
皆
様
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
地
域
防
災

力
の
強
化
の
た
め
の
取
組
み
を
着
実
に
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

一
方
、
火
災
の
発
生
状
況
に
つ
い
て
は
、
当
管

内
も
含
め
全
国
的
に
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、

昨
年
５
月
に
吉
賀
町
七
日
市
地
区
に
お
い
て
、
住

宅
や
倉
庫
な
ど
22
棟
が
焼
損
す
る
大
規
模
な
火
災

が
発
生
し
ま
し
た
。

　

こ
の
様
な
火
災
発
生
の
防
止
は
も
と
よ
り
、
火

災
の
減
少
を
図
る
た
め
、
火
災
予
防
広
報
を
積
極

的
に
展
開
し
て
い
く
と
と
も
に
、
現
場
指
揮
能
力

の
強
化
を
目
指
し
て
、
火
災
防
御
戦
術
等
の
教
育

訓
練
を
推
進
し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
近
年
、
増
加
傾
向
に
あ
る
救
急
業
務

に
つ
い
て
は
、
的
確
な
現
場
活
動
を
確
保
す
る
た

め
に
、
救
急
隊
員
の
知
識
や
技
能
の
向
上
に
向
け

て
、
教
育
体
制
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
救
急

救
命
士
の
養
成
を
計
画
的
に
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ま
た
、
危
惧
さ
れ
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
係
る
救
急
対
応
は
、
医
療
機
関
等
と

密
接
に
連
携
を
と
っ
て
、
適
切
に
対
応
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
職
員
一
人
ひ
と
り
が
消
防
の
使
命

を
自
覚
し
、
安
心
・
安
全
確
保
の
負
託
に
応
え
ら

れ
る
よ
う
努
力
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
住

民
の
皆
様
は
も
と
よ
り
、
消
防
団
・
構
成
市
町
並

び
に
雲
南
広
域
連
合
議
会
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

赤 

名 

　
　
馨

消
防
長
就
任
挨
拶

　飯石郡飯南町の来島小学校少年消防クラ
ブ（会長 佐藤孝志校長、クラブ員51名）が、

「優良な少年消防クラブ」として消防庁長
官賞を受賞されました。
　同クラブは平成７年に結成以来、火災、
地震などを想定した避難訓練、消火訓練や
消防本部が実施している少年消防クラブ員
研修会への参加、救急法講習を通して、日
頃から防火・防災に積極的に取り組んでこ
られ、その功績が認められ受賞されたもの
です。

　表彰式典は令和２年３月20日 東京都千代田区「日経ホール」において予定されて
いましたが、新型コロナウイルス感染症対策により、中止となりました。 会長　佐藤孝志校長

消防庁長官賞受賞　　
来島小学校少年消防クラブ
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令
和
２
年
４
月
７
日
、
島
根
県
消
防
学
校
（
松

江
市
乃
木
福
富
町
）
に
お
い
て
令
和
２
年
度 

島

根
県
消
防
長
会 

消
防
職
員
意
見
発
表
会
が
開
催

さ
れ
、
雲
南
消
防
本
部
か
ら
佐
藤
勇
太
消
防
士
長

が
出
場
し
ま
し
た
。

　

佐
藤
士
長
は
「
今
、
で
き
る
こ
と
」
と
題
し
、

高
齢
に
な
る
に
つ
れ
多
く
の
方
が
発
症
す
る
老
人

性
難
聴
に
つ
い
て
、
１
１
９
番
通
報
の
受
信
を
契

機
に
難
聴
者
と
向
き
合
う
た
め
の
正
し
い
知
識
と

工
夫
に
つ
い
て
発
表
し
、
二
席
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
２
年
度 

全
国
消
防
長
会 

中
国
支
部

消
防
職
員
意
見
発
表
会 

島
根
県
予
選
会

　容量2,000ℓの水槽、自動泡混合装置、照明装置等を装備し、シャッター
内部に消火用資機材を収納しており、火災に対応する車両となっています。

　
二
席
の
佐
藤
士
長
は
岡
山
市
で
開
催
の
令
和
２

年
度 

全
国
消
防
長
会
中
国
支
部
消
防
職
員
意
見

発
表
会
に
出
場
す
る
予
定
で
し
た
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
発
表
動

画
に
よ
る
審
査
で
、
入
賞
と
な
り
ま
し
た
。

車両の紹介

雲南消防署に水槽付消防ポンプ自動車を配備しました

島根県予選会での発表の様子

島根県予選会で二席となった
佐藤士長
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４月１日付けで雲南消防本部に５名の職員が
採用となりました。４月から島根県消防学校
において約８か月間、消防職員として必要な
知識、技能を習得し、現場に配属されます。

藤
ふじはら

原 恵
け い た

太
消防学校で多くのこと
を学び、地域の皆様の
安全で安心な生活を守
ることができるよう頑
張ります。

中
なかむら

村 凌
りょうや

也
地域の方から頼られる
消防職員を目指すた
め、消防学校での訓練
で基礎を身に付けたい
と思います。

渡
わたなべ

部 拓
た く ま

真
現場活動を通じて地域
に貢献し、地域の方に
信頼される消防職員を
目指します。

名
な ば ら

原 優
ゆ う た

太
地域の方を第一に考
え、たくさんの方に信
頼される消防職員を目
指します。

狩
か り の

野 有
なおひろ

央
地域の方の支えとなれ
るように、消防学校で
の訓練に精進し、使命
感のある消防職員を目
指します。

新規採用職員紹介新規採用職員紹介

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、以下の行事が中止となりました。
行　事　名 主　催　者　等 開催予定日

令和2年度 防火クラブ・自主防災組織会長会議 雲南防火委員会 ６月２１日
第45回 雲南地区消防団操法大会 各市町消防団・雲南消防本部 ７月１２日

第72回 島根県消防大会 島根県消防協会 ７月２５日
第64回 島根県消防操法大会 島根県消防協会 ７月２６日

　消防訓練、救急法及び防火座談会等講習会への消防職員派遣要請については、当分の間、ご遠
慮いただきますようお願いします。消防訓練用の水消火器、教育用DVD等の貸し出しは行って
いますので、最寄りの消防署へお問い合わせください。

～お問い合わせ先～
予 防 課　　 ☎0854-40-0139	 雲南消防署 ☎0854-40-0119（代表）
奥出雲消防署 ☎0854-54-2166	 飯南消防署 ☎0854-72-1201

お 知 ら せ
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消毒用アルコールの安全な取扱いについて消毒用アルコールの安全な取扱いについて

○火気に近づけると引火しやすい。
○アルコールから発生する可燃性蒸気は、空気より重く、低いところにたまりやすい。

☆ 消毒用アルコールを容器に詰め替える場合は、
漏れ、あふれ又は飛散しないよう注意しましょう。
また、詰め替えた容器に“消毒用アルコール”や
“火気厳禁”などの注意事項を記載してください。

☆ 室内の消毒や消毒用アルコールの容器詰替えなどにより、
アルコールの可燃性蒸気が滞留するおそれがある場合には、
通気性の良い場所や換気が行われている場所で行いましょう。
また、密閉した室内で多量の消毒用アルコールの噴霧を行
うことはさけましょう。

☆ 消毒用アルコールを使用するときは、
火気の近くで使用しないようにしましょう。

☆ 消毒用アルコールの容器を落下させたり、
衝撃を与えることのないように気をつけてく
ださい。

☆ 消毒用アルコールの容器を設置・保管する
場所は、直射日光が当たる場所や高温となる
場所は避けましょう。

新型コロナウイルス感染症の発生に伴い、手指の消毒等のため、消毒用アルコールを使用する機会が増え
ていますが、一般に消毒用アルコールの物性として、次の特徴があります。

アルコールの火災予防上の特徴

このため、ご家庭や事業所などにおいて、消毒用アルコールを使用する場合、下記に示す火災予防上の一
般的な注意事項に十分注意の上、安全に取り扱ってください。

火災予防上の一般的な注意事項
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　新型コロナウイルス感染症の影響による以下の理由で介護保険料の納付が困難になった方
は、減免になる場合がありますので、詳しくは介護保険課までご相談ください。�

　令和元年10月からの消費税率引き上げにともない介護保険料を軽減していましたが、令
和２年４月から更に所得段階の第１段階から第３段階までの保険料額の軽減を拡充します。�
　令和２年度の介護保険料は以下の表のとおりとなります。�

◦第1号被保険者の属する世帯の生計を主として維持する者が長期間入院した等によ
り、その収入を著しく減少させたとき。

◦第1号被保険者の属する世帯の生計を主として維持する者が事業若しくは業務を休止
し、若しくは廃止し、事業において損失を受け、又は失業したこと等により、その収
入を著しく減少させたとき。

【お問い合わせ】 介護保険課　資格認定係　☎0854-47-7342

所得の低い高齢者の方の介護保険料の負担が更に軽減されます

所得段階 対象となる方 改正前保険料額
（年額）

改正後保険料額
（年額）

第１段階

・本人及び世帯全員が住民税非課税で、老齢福祉年金を受給
している方。

・本人及び世帯全員が住民税非課税で、本人の前年の合計所
得金額と課税年金収入額を足したものが80万円以下の方。

・生活保護を受給している方。

24,516円 19,200円

第２段階
・本人及び世帯全員が住民税非課税で、本人の前年の合計
所得金額と課税年金収入額を足したものが80万円を超え、
120万円以下の方。

41,436円 32,580円

第３段階
・本人及び世帯全員が住民税非課税で、本人の前年の合計所
得金額と課税年金収入額を足したものが120万円を超える
方。

51,396円 49,620円

介護保険
情報コーナー

新型コロナウイルス感染症の影響により、介護保険料の納付が困難
な第1号被保険者（65歳以上の方）に対する減免について
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　うんなん観光ネットワーク協議会（事務局：雲南広域連合企画課）は、雲南市・奥出雲町・飯
南町の行政、観光協会、商工会と、ＪＡ雲南地区本部、島根県観光振興課、島根県観光連盟で構
成する任意団体です。雲南地域を周遊するスタンプラリー等のイベントや、地域外での観光情報
の発信、観光情報誌の作成などに取り組んでいます。
　今回は、おうちにいながらお楽しみいただける、各観光協会の取り組みをご紹介します。

　「うんなん旅ネット」では、雲南市の観光情報をお届けしています。

　飯南町観光協会では、今年４月１日から飯南町のふるさと納税のお
問い合わせや寄付の受付、返礼品の発注などの一部業務を町から受託
しています。返礼品として、飯南町の魅力的な特産品をたくさんご用
意しています。多くの皆さまからの応援をお待ちしています。詳しく
は（一社）飯南町観光協会（☎0854－76－9050）までお尋ねくだ
さい。

Stay Homeで「奥出雲の思い出教えて」キャンペーン

ふるさと納税は飯南町観光協会で！

（一社）雲南市観光協会QRコード▶

（一社）奥出雲町観光協会QRコード▶

（一社）飯南町観光協会QRコード▶

（一社）雲南市
観光協会より

（一社）奥出雲町
観光協会より

（一社）飯南町
観光協会より

　奥出雲町観光協会では、「奥出雲の思い出教えて」キャンペーン
を開催中です。思い出に残っている場所、風景、お気に入りの食
べ物など、奥出雲町でのエピソードを教えてください。SNS、封
書、はがき、ファックスから応募できます。先着200名の方に、
新型コロナウイルス収束後に町内で使える「1,000円分の商品券」
がもらえます。詳しくは、（一社）奥出雲町観光協会（☎0854
－54－2260）または下記URLからご確認ください。
https://okuizumo.org/jp/guide/detail/1983/

観光情報サイト「うんなん旅ネット」が
新しくなりました！

今の時期は、おうちで楽しむうんなん
レシピなどもご紹介しています。
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　雲南広域連合では、うんなんエリア内の観光情報や、飲食店の情報などをＳＮＳで発信してい
ます。なかでも、Instagramのフォロワー数は５,000人を超え、女性目線の写真や投稿が好評
を得ています。雲南エリアはもちろん、松江市や出雲市からの閲覧者も多く、エリア内に足を運
んでもらうきっかけとして活用されています
　その他FacebookやTwitter、LINEなども利用し、新型コロナウイルス収束後には更に多く
の方に訪れていただけるよう、今後も継続的に情報を発信することとしています。
※それぞれのアカウントは、裏表紙のQRコードからアクセスしてください。

　「日刊 Lazuda」は、山陰のレジャーに関する情報や、子育て・暮らしのお役
立ち情報などが毎日更新される人気のwebマガジンです。雲南広域連合からも、
うんなんエリアのおでかけ情報を定期的に掲載しています。

◀

コロナに負けるな！
　テイクアウトグルメ特集

◀

飯南町道の駅赤来高原に
　「mamaro」設置

　「日刊 Lazuda」では新型コロナウイルス感染拡大に伴い、「地元の飲食
店を利用してみんなで応援しよう！」という趣旨のもと、「テイクアウト
グルメ特集」企画を行っています。テイクアウトグルメ（総菜・お弁当）、

～飲食店の皆様へ～

デリバリー、仕出しを取り扱っている飲食店は無料で掲載していただけます。詳細は下記までお
問い合わせください。

（株）メリット　タウン情報Lazuda編集部
   　  TEL：0852－20－1522　メール：info@lazuda.com

公式SNSで観光情報を発信しています

「日刊 Lazuda」でうんなんエリアの情報をＰＲ

「日刊 Lazuda」飲食店専用申し込みフォーム▶

　また、昨年末よりスマー
トフォンアプリ「スマート
ニュース」にも多く取り上
げられ、アプリ上でも「日
刊 Lazuda」の情報が掲載
され、より多くの方に情報
を届けることができるよう
になりました。

最新記事
PICK  UP
最新記事
PICK  UP

　適度な運動をすることや、ストレスを解消することは、免疫力を高めると
言われています。楽しく身体を動かしたり、気持ちよく歌ったりと、おうち

キラキラ雲南YouTubeチャンネル▶

お家で楽しく免疫力アップ！お家で楽しく免疫力アップ！

でできる「免疫力アップ」。
　キラキラ雲南のYouTubeチャンネルで一緒に歌いま
しょう！５月は「ふるさと」、６月は「浜辺の歌」です。



　これまで雲南広域連合で作成した観光パンフレットを、下記ＵＲＬから電子
書籍でご覧いただくことができます。実際のパンフレットをご希望の方は、ご
自宅への郵送も可能です。
　雲南広域連合企画課（☎ 0854－47－7341、ファックス 0854－42－1911）
までお問い合わせください。
https://kankou.unnan.jp/topics/58

観光パンフレットを でお楽しみいただけます。「電子書籍」
＃おうちでうんなん
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雲南広域連合 発行
この印刷物は大豆油にかわり
米ぬか油を使用したライス
インキで印刷しています。

＃おうちでうんなん
フォトコンテスト開催中

コロナに
負けない！

＃おうち
でうん

なん

　うんなん観光ネットワーク協議会では、新型コロナウイルスの感染が拡大している状況の中で、外出を自粛
しながらでも雲南地域の情報に触れてもらうことを目的に、フォトコンテストを開催しています。こんなとき
だからこそ、思いっきり、地元自慢をしてください！たくさんのご参加お待ちしています。

【応募の条件など】…………………………………………………………………………………………………………………………………
・雲南地域にまつわる写真（風景・食事・人物など）であること。
・一人につき何回でも応募可能だが、当選は一度のみ。
・ＳＮＳからの応募については、奥出雲町観光協会主催「奥出雲の思い出教えてキャンペーン」との同時応
募も可とする。
・雲南広域連合のホームページに掲載の応募規約をご確認の上、ご応募ください。

【賞品】� �����������������������
うんなんの恵みセット（2000円相当）
　＊入賞は毎月10名。
　※４月は期間が短いため５月投稿分とあわせて選考。

※応募は過去に撮影した写真や、過去に投稿した写真へのタグ付けでも可能です。撮影のためにわざわざ出かける
事がないよう外出自粛にご協力ください。

【応募方法】… ……………………………………………………………………………………………………………………………………………
Instagramの場合
①公式アカウント「@unnan_area」をフォロー
②ハッシュタグ「＃おうちでうんなん」を付け
て写真を投稿
Twitterの場合
①公式アカウント「@unnankouiki」をフォロー
②ハッシュタグ「＃おうちでうんなん」を付け
て写真を投稿
Facebookの場合
①公式アカウント「雲南広域連合 Unnan Wide 
Area Union」をフォロー
②ハッシュタグ「＃おうちでうんなん」を付け
て写真を投稿

LINEの場合
①公式アカウント
　「雲南広域連合　@gqu7358v」を友達登録
②メッセージ上から写真を送信
メールの場合
①事務局メールアドレス（unnankouiki@unnan.jp）まで
写真を送信
郵送の場合
①写真を次の宛先まで郵送。プリントサイズは問わない。
〒699-1311　島根県雲南市木次町里方1100-6
　（雲南広域連合　企画課内）

うんなん観光ネットワーク協議会　宛

しまね観光ナビ特設ページ
　「おうちで観光　島根のいいもの発見
　　　 ネットショッピング特集」
　通信販売が可能な島根県内の産品が紹
介されています。
https://www.kankou-shimane.com/pickup/24148.html

こちらもチェ
ック！

『カサブランカ』　
　栗間さんはご自宅の庭で15年前から「カサブランカ」の栽培をは
じめられました。栽培の難しいカサブランカをここまで育てるのには
苦労も多かったそうですが、『地域に元気になってほしい』との思い
で栽培を続けてこられたそうです。
　今年は色とりどりの品種が200本以上の花を咲かせる予定です。花
は７月半ばに見ごろを迎え、２週間程度楽しむことができるとのこと
です。
　※写真は昨年の様子です。
（不要不急の外出自粛要請が出されています。感染症拡大防止にご協力ください。）

雲南市大東町 栗間良夫さんから情報をお寄せいただきました。


